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酸
事
業
所
施
設
内
外
の
管
理
・
手
入

れ
等

受
付
業
務
、
施
設
管
理
（
夜
間
含

む
）、
物
品
管
理
、
軽
作
業
、
施
設

内
外
の
清
掃
、
荷
づ
く
り
等

酸
福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

人
の
世
話
、
家
事
手
伝
い
（
炊
事
、

洗
濯
、
布
団
干
し
、
買
い
物
、
犬

の
散
歩
等
）、
留
守
番
、
室
内
清
掃

等
酸
事
務
系

受
付
業
務
、
案
内
業
務
、
一
般
事

務
、
賞
状
・
宛
名
書
き
、
文
書
整

理
、
台
帳
整
理
、
事
務
補
助
等

酸
そ
の
他

一
般
家
庭
電
気
の
保
守
点
検
サ
ー

ビ
ス
等

※
こ
の
他
に
も
お
引
き
受
け
で
き
る

も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

仕
事
の
頼
み
方

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ホ
ー
プ
館
」
南
側
）

へ
お
越
し
に
な
る
か
、
電
話
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。（
見
積
無
料
）

問
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

撒
（

）
２
１
３
７

５６

姉
（

）
２
０
５
４

５７

会
員
と
仕
事
の
関
係

・
希
望
に
沿
っ
て
セ
ン
タ
ー
の
受
け

た
仕
事
に
就
業
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
た
だ
し
、
希
望
職
種
を
限
定

さ
れ
ま
す
と
就
業
機
会
が
無
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

・
就
業
形
態
は
、
請
負
ま
た
は
委
託

の
形
式
で
仕
事
を
引
き
受
け
て
い

た
だ
き
ま
す
。

会
員
配
分
金
（
賃
金
に
相
当
）

・
一
定
期
間
に
成
し
遂
げ
た
仕
事
の

成
果
に
応
じ
た
額
。

・
職
種
に
よ
り
配
分
金
は
、
異
な
り

ま
す
。

仕
事
の
ご
注
文
も

お
待
ち
し
て
い
ま
す
外

お
気
軽
に
外

高
年
齢
者
の
働
く
場
と
し
て
の
公

共
的
・
公
益
的
な
団
体
で
す
の
で
、

収
益
を
目
的
と
し
て
い
ま
せ
ん
。
安

心
し
て
仕
事
を
お
ま
か
せ
く
だ
さ
い
。

酸
建
物
内
外
の
手
入
れ
等

植
木
の
手
入
れ
、
草
の
刈
払
い
、

草
取
り
、
室
内
外
の
清
掃
、
大
工
、

塗
装
、
障
子
・
襖
・
網
戸
貼
り
替

え
等

年
度
新
会
員
を
募
集
し
ま
す

２１会
員
に
な
れ
る
方

・
町
在
住
の
概
ね

歳
以
上
の
方

６０

・
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

・
趣
旨
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
方

・
入
会
説
明
を
受
け
申
込
書
を
提
出

し
て
い
た
だ
い
た
方
（
理
事
会
承

認
が
必
要
）

用
意
す
る
も
の

・
銀
行
口
座
通
帳
の
写
し
（
本
人
名

義
、
支
店
名
、
口
座
番
号
記
載
の

ペ
ー
ジ
）

・
履
歴
書

・
本
人
確
認
の
で
き
る
も
の
（
運
転

免
許
証
・
健
康
保
険
証
等
）

入
会
方
法

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ホ
ー
プ
館
」
南

側
）
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

正
会
員
年
会
費

２
０
０
０
円

互
助
会
年
会
費

１
５
０
０
円

※
年
の
途
中
に
入
会
さ
れ
て
も
会
費

の
減
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
年

の
途
中
に
退
会
し
て
も
会
費
の
返
金

は
あ
り
ま
せ
ん
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
現

役
時
代
に
培
っ
た
豊
富
な
知
識
・
経

験
・
技
能
を
有
し
た
高
年
齢
者
の
会

員
に
よ
り
組
織
化
さ
れ
運
営
さ
れ
て

い
る
団
体
で
す
。

生
き
が
い
づ
く
り
と
社
会
参
加
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
会
員
の
皆
さ
ん

は
、
日
々
生
き
生
き
と
就
業
し
て
い

ま
す
。

仕
事
だ
け
で
な
く
、
互
助
会
の
奉

仕
活
動
や
愛
好
会
（
ゴ
ル
フ
、
将
棋
、

山
歩
き
、
カ
ラ
オ
ケ
、
川
釣
り
、
卓

球
）
サ
ー
ク
ル
な
ど
も
充
実
し
て
い

ま
す
。
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第８回

町ミックステニス大会

日 時 ３月１日（日）（予備日８日）

午前８時３０分～

会 場 町総合運動公園

テニスコート

資 格 町在住在勤者・連盟登録者

種 目 ミックスダブルス

（リーグ戦後トーナメント）

参加料 １組 ２０００円（当日徴収）

申込期間 ２月１５日～２１日

問黒田俊之 撒（５４）１１２１

第3回町テニス女子

オープンさくら大会

日 時 ３月４日（水）（予備日５日）

午前８時３０分～

会 場 町総合運動公園

テニスコート

資 格 オープン

種 目 女子ダブルス

（リーグ戦後トーナメント）

参加料 １組 ２０００円（当日徴収）

申込期間 ２月１日～１６日

問鹿野豊子 撒（５７）９１４１

おはなし会

■

日 時 ２月６日（金）

午前１１時～１１時３０分

会 場 １階おはなしコーナー

対 象 幼児

ボランティア団体 グレース森

■

日 時 ２月１０日、１７日、２４日（火）

午前１１時～１１時２０分

会 場 １階おはなしコーナー

対 象 幼児

ボランティア団体 ピノキオ

■

日 時 ２月２１日（土）

午後２時～２時３０分

会 場 １階おはなしコーナー

プログラム 絵本と紙しばい 他

対 象 ４歳位から小学生

ボランティア団体 ピノキオ

こども映画会

「アリババと４０匹の盗賊」

日 時 ２月２８日（土）

午後２時～３時

会 場 ２階ホール

対 象 ５歳以上

学校移動図書館

ひまわり号で、各小学校を巡回し

ています。一般の方へも貸し出しま

すのでご利用ください。

ただし、児童書が中心でビデオテ

ープの貸し出しは行っていません。

２慨６ 友沼小 １３：１０～１４：１０

２慨１２ 新橋小 １３：２０～１４：２０

２慨１８ 南赤塚小 １３：００～１４：００

２慨２０ 佐川野小 １３：１５～１４：００

２慨２６ 野木小 １３：００～１４：３０

新着図書案内

＜一般書＞

産アイスクリン強し （畠中恵）

産ガリレオの苦悩 （東野圭吾）

産聖女の救済 （東野圭吾）

産蛇王再臨 （田中芳樹）

産華族夫人の忘れもの （平岩弓枝）

産るるぶ栃木'０９

（ＪＴＢパブリッシング）

産暮らしのスケッチブック

（津田直美）

産日本の歴史１０ （水本邦彦）

＜児童書＞

産どこどこ？セブン９

（キッズレーベル）

産ペネロペこわいゆめをやっつける

（アン グットマン）

産ぼくらの先生外（はやみねかおる）

産ルルとララのカスタード・プリン

（あんびるやすこ）

親子とボランティアのための

バルーンアート＆人形劇

日 時 ３月１４日（土）

午後１時～２時３０分

会 場 ２階ホール

募 集 ５０名（先着順・町在住者）

※小学２年生以下は保護者同伴で

参加費 ３００円（バルーン材料代１セット分）

※４５渥の袋（作品持ち帰り用）・油性

マジックを持参

内 容

産テーブル人形劇（アトリエびっき）

産バルーンアート体験＆紙芝居

（おはなし冒険団）

申込期間 ２月２０日～３月１日

申込方法 参加費を添え図書館へ

図書館コンサート１８

朗読会

朗読の会｢のぎく｣の皆さんによる

朗読会を宮沢賢治特集で開催します。

日 時 ２月２１日（土）

午後３時～（４０分程度）

会 場 ２階ホール

題 目

宮沢賢治作 ｢注文の多い料理店｣

｢雨ニモマケズ｣｢虔十公園林｣ 他

対 象 小学生以上

定 員 先着４０名程度

申込期間 ２月３日～１９日

申込方法 図書館へ（電話可）



青年対象講座

魅力アップセミナー

～私ブランドのつくり方～

「今の自分を変えたい」と前向き

に思っていながら、具体的な変わる

方法が分からずに悩んでいる方。ま

だあなたが気付いていない魅力を引

き出し、今のあなた自身をより輝か

せてみませんか外

日時・内容 プログラム参照

講 師 シンビウォーク代表ちとせ氏

対 象 １８歳～３５歳前後の独身男女

定 員 ２０名(先着順)

参加費 １０００円

申込期間 ２月４日～１３日

※定員になり次第受付終了

問町生涯学習課 撒（５７）４１７７

ボランティアによる初心者対象

パソコン・サロン

日 時

２月１２日（木）午後１時～４時

２月２１日（土）午前９時３０分～１１時３０分

会 場 町公民館２階第４研修室

申込不要

※日程変更の場合もありますので、

町公民館掲示板で確認するか、問い

合わせください。

問町公民館 撒（５７）４１７７

見てみようやってみよう外外

第２回公民館まつり

日頃、公民館で活動している団体

やサークルの活動を見たり、実際に

体験してみませんか。これから何か

趣味を持ちたい、学習したいと思っ

ている方、ぜひご来場ください。

日 時

２月２１日（土）午前９時～午後４時

２月２２日（日）午前９時～午後３時

内 容 公民館利用団体等の活動体験

会 場 町公民館

入場無料

問町公民館 撒（５７）４１７７

和装と民踊舞踊講座

文化協会民踊舞踊部主催の初心者

対象講座です。

着物の着付けと踊りの楽しさを初

歩から学んでみませんか。

日時・内容 プログラム参照

会 場 町公民館２階第３和室

対 象 町在住在勤者

定 員 先着１５名

申込期間 ２月２日～６日

申込方法 町生涯学習課へ

（３日～電話可）

受講無料

問町生涯学習課 撒（５７）４１８８

町民の集い

町民の集いを開催します。町長の

お話を直に聴くことができるよい機

会です。ご参加をお待ちしています。

講 師 町長 真瀬宏子

日 時 ２月２８日（土）

午後１時３０分～

（受付午後１時～）

会 場 エニスホール小ホール

定 員 先着２００名

入場無料・申込不要

主 催 町女性団体連絡協議会

問町生涯学習課 撒（５７）４１７７

第37回町卓球大会

期 日 ２月１４日（土）

会 場 野木中体育館

問野木中卓球部顧問 田中康裕

撒（５６）０４００

第25回町バレーボール

冬季大会

期 日 ２月２２日（日）

会 場 町体育センター

資 格 町在住在勤者

種 目 一般男女６人制

婦人９人制

参加料 １チーム １０００円

（初参加は登録料３０００円）

申込期間 ２月１０日～１７日

問渋谷友子 撒（５７）０１６２
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ULTUREC

PORTSSプログラム

内 容日時・会場回

チャンスをつかむ
セルフプロデュース術

町
公
民
館

午
後
７
時
～
８
時

分
３０

2/25（水）１

人に愛される
品格美のルール①

3/4（水）２

人に愛される
品格美のルール②

3/11（水）３

ハートChange
ウォーキング

3/18（水）４

※内容変更の場合もあります。

プログラム

内 容日 時回

・開講式
・着物と踊りの知識

２/１９（木）
１３：３０～１６：００

１

・普段着の着付け
・日光和楽踊り

２/２６（木）
１３：３０～１６：００

２

・帯結び
・野木町音頭

３/５（木）
１３：３０～１６：００

３

・着付け
・ふれあいの町

３/１２（木）
１３：３０～１６：００

４

・和装と踊り
・閉講式

３/１９（木）
１３：３０～１６：００

５

※内容変更の場合もあります。
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平
成

年
分
所
得
の
申
告
相
談

２０

所
得
の
申
告
相
談
を
日
程
表
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

酸「
青
色
申
告
」「
譲
渡
所
得（
株
式
・

土
地
・
建
物
・
ゴ
ル
フ
会
員
権
等
）」

「
外
国
税
額
控
除
」「
先
物
取
引
所
得
」

「
損
失
申
告
」等
は
、
栃
木
税
務
署
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

酸
町
県
民
税
申
告
書
は
送
付
し
ま
せ

ん
。
パ
ソ
コ
ン
で
申
告
書
を
作
成
す

る
た
め
で
す
。
必
要
な
方
は
、
町
税

務
課
に
備
え
付
け
の
も
の
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

酸
平
成

年
中
に
所
得
が
無
か
っ
た

２０

方
で
も
、「
国
民
健
康
保
険
税
等
の
課

税
や
軽
減
判
定
等
」
ま
た
は
所
得
証

明
な
ど
の
発
行
上
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の

①
印
鑑（
認
印
）

②
源
泉
徴
収
票（
原
本
）等
所
得
金
額

を
証
明
す
る
も
の

※
給
与
所
得
で
源
泉
徴
収
票
が
事
業

所
か
ら
交
付
さ
れ
な
い
方
は
、
栃
木

税
務
署
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

③
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
・
国

民
年
金
な
ど
の
領
収
書
ま
た
は
控

除
証
明
書
等

④
支
払
生
命
保
険
料
（
一
般
・
個
人

年
金
保
険
料
等
）
の
控
除
証
明
書

⑤
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方

額
医
療
費
の
領
収
書
、
補
て
ん
金

額
の
分
か
る
も
の
（
領
収
書
を
集

計
し
て
）

⑥
障
が
い
者
控
除
を
受
け
る
方

額
障
が
い
者
手
帳
等

⑦
寄
付
金
控
除
を
受
け
る
方

額
寄
付
を
行
っ
た
際
の
領
収
書
等

⑧
地
震
保
険
料
控
除
を
受
け
る
方

額
地
震
保
険
料
及
び
旧
長
期
損
害

保
険
料
の
控
除
証
明
書

⑨
給
与
・
年
金
所
得
以
外
の
方

額
収
入
及
び
経
費
を
記
帳
・
計
算

し
た
も
の

⑩
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
方

額
本
人
名
義
の
通
帳
の
金
融
機
関

名
・
口
座
番
号

⑪
学
生
の
方

額
学
生
証

⑫
そ
の
他
参
考
と
な
る
も
の

※
営
業
、
農
業
、
不
動
産
所
得
等
の

あ
る
方
は
、「
収
支
内
訳
書
」
に
記
入

の
う
え
持
参
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
、

申
告
受
付
が
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
固
定
資
産
税
を
経
費
算
入

さ
れ
る
場
合
は
、「
固
定
資
産
税

土

地
・
家
屋
課
税
明
細
書
」
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

酸
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し

た
方
は
、
町
県
民
税
の
申
告
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

酸
病
気
や
身
体
の
不
自
由
等
の
理
由

で
来
庁
で
き
な
い
場
合
は
、
町
税
務

課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

酸
所
得
税
の
「
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
」
の
適
用
要
件
や
必
要
書
類
等

に
つ
い
て
は
、
税
務
署
ま
た
は
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
確
定
申
告
等
情

報
）
等
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
町
税
務
課

撒（

）
４
１
２
２

５７

In
fo

rm
a
tio

n

お知らせ

日程表 （会場：役場新館２階大会議室）

自治会名等期日

本新田、下影、角新田午前２/１６
(月) 上羽ヶ田、中古屋、友下、友西午後

松原１午前２/１７
(火) 松原２、３午後

松原４東
午前２/１８

(水) 午後

松原４西午前２/１９
(木) 新橋西午後

新橋東(ブルーミングガーデン含む）午前２/２０
(金) 卯ノ木午後

野木１の１、１の２、２午前２/２３
(月) 野木３、４、５、６午後

野木原、野渡１、２の１、２の２午前２/２４
(火) 野渡３、４、５、６、富岡、陽光台午後

狐塚、矢畑、中根、御門、座又午前２/２５
(水) 行家、北斗午後

中之内、篠山午前２/２６
(木) 中谷午後

丸林東上午前２/２７
(金) 丸林西上午後

丸林東中午前３/２
(月) 丸林西中１、２午後

丸林西中３、４午前３/３
(火) 丸林東下１、２、３午後

丸林東下４、５午前３/４
(水) 丸林西下、旧プレシーン午後

芝山、潤島１午前３/５
(木) 大塚午後

潤島３午前３/６
(金) 潤島２、４午後

若林午前３/９
(月) 佐川野午後

川田午前３/１０
(火) 町全域午後

町全域
午前３/１１(水)

～１６(月)

（土日除く） 午後

受付時間
午前９時～１１時、午後１時３０分～４時３０分



（7）

住
民
税
の
「
住
宅
借
入
金
等

特
別
税
額
控
除
申
告
書
（
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
）」
に
つ
い
て

平
成

年
に
行
わ
れ
た
税
源
移
譲

１９

に
よ
り
所
得
税
額
が
減
少
す
る
結
果
、

①
「
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
限
度
額
」
が

「
所
得
税
額
」
よ
り
大
き
な
金
額
と
な

り
、住
宅
ロ
ー
ン
控
除
が
所
得
税
か

ら
控
除
し
き
れ
な
く
な
っ
た

②
税
源
移
譲
前
の
税
制
に
お
い
て
も

控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
が
、控
除
し

き
れ
な
い
額
が
大
き
く
な
っ
た

な
ど
の
影
響
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
、

移
譲
前
の
所
得
税
額
に
お
い
て
控
除

で
き
た
額
と
同
等
の
負
担
減
と
な
る

よ
う
に
個
人
住
民
税（
所
得
割
）の
減

額
措
置
を
講
じ
る
も
の
で
す
。

な
お
、
こ
の
措
置
は
平
成

年
度

２０

分
か
ら

年
度
分
ま
で
の
住
民
税
に

２８

適
用
さ
れ
、
毎
年
申
告
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

対

象
平
成

年
～

年
に
居
住
し
た
方

１１

１８

で
①
②
に
該
当
す
る
方

※
年
末
調
整
で
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
済
み
の
方
は
、
平
成

年
分

２０

の
源
泉
徴
収
票
の
源
泉
徴
収
税
額
欄

が
０
円
で
、
住
宅
借
入
金
特
別
控
除

額
の
欄
よ
り
摘
要
欄
の
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
可
能
額
が
大
き
い
場
合

申
告
期
限

３
月

日
１６

※
期
限
後
申
告
は
、
納
税
通
知
書
が

送
達
さ
れ
る
時
ま
で

申
告
書
提
出
先

①
年
末
調
整
の
み
の
方

額
そ
の
年
の
１
月
１
日
現
在
の
住
所

地
の
市
町
村
へ

②
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
方

額
税
務
署
経
由
で
市
町
村
に
提
出

申
告
書
配
布

町
税
務
課

※
申
告
書
は
２
種
類
あ
り
３
枚
複
写

①
確
定
申
告
さ
れ
る
方
用

②
給
与
収
入
の
み
で
確
定
申
告
書
を

提
出
し
な
い
方（
年
末
調
整
の
み
）用

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
税
金
」か
ら

総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
し
、

申
告
書
作
成
ツ
ー
ル
を
利
用
し
て
作

成
で
き
ま
す
。

必
要
な
も
の

源
泉
徴
収
票（
原
本
）・
印
鑑
・
居
住

開
始
年
月
日（
メ
モ
）

※

月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
「
住
宅

１２
ロ
ー
ン
の
年
末
残
高
」
は
、
様
式
改

正
に
よ
り
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

問
町
税
務
課

撒（

）
４
１
２
２

５７

栃
木
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

気
確
定
申
告
会
場
は

栃
木
商
工
会
議
所
大
ホ
ー
ル

開
設
期
間

２
月

日（
月
）～
３
月

日（
月
）

１６

１６

（
土
日
除
く
）

受
付
時
間

午
前
９
時
～
午
後
４
時

気
申
告
と
納
税
は正

し
く
お
早
め
に
外

平
成

年
分
所
得
税
の
確
定
申
告

２０

及
び
贈
与
税
の
申
告
は
、
３
月

日
１６

が
申
告
と
納
付
の
期
限
と
な
っ
て
い

ま
す
。
申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
早

め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
便
や

信
書
便
で
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。ま

た
、
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
告
や
納
税
が

で
き
る「
e
‐
T
a
x
」
も
利
用
で
き

ま
す
。
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

個
人
の
確
定
申
告
書
等
の
作
成
が
で

き
る
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ

ー
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
作
成
し
た
デ
ー
タ
は
、
直

接
e
‐
T
a
x
に
送
信
（
事
前
手
続

が
必
要
）
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

e
‐
T
a
x
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

す
る
か
、
税
務
署
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

気
納
税
に
は
安
全
・
便
利
な

振
替
納
税
を
外

メ
リ
ッ
ト
１

酸
う
っ
か
り
納
期
限
を
忘
れ
る
こ
と

が
な
い

メ
リ
ッ
ト
２

酸
現
金
を
持
ち
歩
く
必
要
が
な
い
の

で
安
全
便
利

申
込
方
法

「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
兼
納

付
書
送
付
依
頼
書
」
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
口
座
の
届
出
印
を
押

印
し
、
税
務
署
ま
た
は
金
融
機
関
に

提
出
す
る
だ
け
で
す
。
一
度
提
出
す

れ
ば
以
後
の
納
税
に
つ
い
て
も
継
続

し
ま
す
。
依
頼
書
は
、
国
税
庁
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

振
替
日
は
、
申
告
所
得
税
は
４
月

日
（
水
）、
個
人
事
業
者
の
消
費
税

２２及
び
地
方
消
費
税
は
４
月

日（
月
）

２７

で
す
。
前
日
ま
で
に
残
高
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
栃
木
税
務
署（
自
動
音
声
案
内
）

撒
０
２
８
２（

）
０
８
８
５

２２

お知らせ



医
療
費
助
成
の

申
請
を
す
る
皆
様
へ

こ
ど
も
医
療
費
・
妊
産
婦
医
療
費

・
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
・
ひ

と
り
親
医
療
費
な
ど
の
助
成
申
請
を

す
る
皆
様
の
お
使
い
に
な
っ
て
い
る

保
険
証
が
変
更
に
な
っ
た
時
は
、
必

ず「
変
更
届
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
給
資
格
者
証
の
訂
正
を
行
い
ま
す
。

届
出
を
し
て
い
た
だ
け
な
い
場
合
、

医
療
費
を
正
し
く
お
支
払
い
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

※
政
府
管
掌
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
は
社
会
保
険
庁
で
事
務
を
行

っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

年

月

２０

１０

１
日
、
新
し
く
「
全
国
健
康
保
険
協

会
」
が
設
立
さ
れ
、
こ
ち
ら
で
運
営

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
政
府
管
掌
健
康
保
険
に

加
入
さ
れ
て
い
た
方
は
、
順
次
新
し

い
保
険
証
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。
保

険
証
の
記
号
番
号
が
変
更
に
な
り
、

色
は
従
来
の
オ
レ
ン
ジ
色
か
ら
水
色

に
な
り
ま
す
。

問
町
住
民
課

撒（

）
４
１
４
１

５７

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
っ
た
ら

日
本
に
住
む

歳
か
ら

歳
ま
で

２０

６０

の
方
は
す
べ
て
国
民
年
金
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
就
職
・
転

職
・
退
職
・
結
婚
な
ど
に
よ
り
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
っ
た
ら
、
そ
の

つ
ど
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

忘
れ
る
と
、
将
来
受
け
る
年
金
が

減
額
さ
れ
た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
届
出
内
容
に
よ
り
必
要
な

書
類
や
届
出
先
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
町
住
民
課

撒（

）
４
１
４
０

５７

栃
木
社
会
保
険
事
務
所

撒
０
２
８
２（

）
６
０
７
４

２２

（8）

In
fo

rm
a
tio

n

お知らせ

こんなときにはこんな届出を

国民年金に入る、など

第１号被保険者→町住民課
第３号被保険者→配偶者の勤務先

国民年金加入の手続をする
(国民年金加入届のハガキ持参)

学生や会社などに勤めていない方が20
歳になったとき

町住民課
第１号被保険者の手続をする
(年金手帳・退職に関する証明書)

会社などを退職したとき

配偶者の勤務先第３号被保険者への種別変更手続をする
結婚や退職により配偶者の扶養になっ
たとき

町住民課
第３号被保険者から第１号被保険者への種
別変更手続をする

配偶者が会社などを退職したとき

町住民課
第３号被保険者から第１号被保険者への種
別変更手続をする

配偶者の扶養からはずれたとき

配偶者の新しい勤務先引き続き第３号被保険者の手続をする
配偶者が会社を変わったとき
（間が空かない場合）

保険料を納める

金融機関・社会保険事務所口座振替納付･辞退申出書を提出する口座振替を開始・停止・変更するとき

社会保険事務所納付書再発行を申し出る納付書を紛失したとき

町住民課
免除申請をする（全額・4分の3・半額・4分の1）

保険料の納付が困難なとき
納付猶予申請をする（２０歳代の方）

町住民課学生納付特例申請をする学生で納付が困難なとき

年金額を増やしたい、など

町住民課付加保険料加入手続をする
定額以上の保険料を納めたい

国民年金基金国民年金基金に加入する

町住民課任意加入手続をする海外に居住する場合

町住民課任意加入手続をする(高齢任意加入）
６０歳～６５歳の方
（期間が足りない場合も含む)

第１号被保険者⇒社会保険事務所
第１号被保険者⇒町住民課⇒社会保険事務所
第３号被保険者⇒配偶者の勤務先

再交付手続をする年金手帳をなくしたとき

年金（受給者）の請求・届出は？

町住民課国民年金第１号のみの方

年金の請求は？
社会保険事務所
（６５歳時ハガキ返送等）

上記以外の方
（第１号・第２号・第３号）

社会保険事務所新住所地等でハガキを出す住所・支払機関の変更は？

社会保険事務所住所地の役所でハガキをもらう年金証書を紛失した（再発行は？）

社会保険事務所死亡届・未支給請求を出す受給者が亡くなったとき（死亡届等）

町住民課・社会保険事務所生存確認（障がい認定）のため提出現況届出（診断書)

※内容により届出先が異なりますので、手続の際には必ず届出先を確認ください。
※詳しくは、社会保険事務所または町住民課へ問い合わせください。



都
市
計
画
地
区
計
画
の

決
定
に
関
す
る
公
聴
会

町
で
は
、
小
山
栃
木
都
市
計
画
地

区
計
画
の
決
定
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

こ
の
構
想
に
つ
い
て
、
皆
様
の
ご
意

見
を
お
聞
き
す
る
た
め
、
次
の
と
お

り
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

日

時

３
月

日（
日
）

１５

午
前
９
時
～

会

場

役
場
本
館
２
階
大
会
議
室

な
お
、
こ
の
都
市
計
画
構
想
に
つ

い
て
ご
意
見
の
あ
る
方
は
、
町
長
に

意
見
申
出
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
、
希
望
が
あ
れ
ば
、
公
聴
会
で
公

述
人
と
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ま
た
、
公
聴
会
に
先
立
ち
ま
し
て
、

こ
の
都
市
計
画
の
構
想
を
縦
覧
し
ま

す
。

都
市
計
画
の
構
想

算
都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

「
小
山
栃
木
都
市
計
画
地
区
計
画

野
木
ロ
ー
ズ
タ
ウ
ン
第
五
地
区
地
区

計
画
」

算
対
象
と
な
る
土
地
の
区
域

野
木
町
大
字
友
沼
字
新
橋
の
一
部

野
木
町
大
字
丸
林
字
大
塚
の
一
部

算
都
市
計
画
の
構
想
の
概
要

宅
地
開
発
事
業
効
果
の
維
持
・
保

全
を
図
る
観
点
か
ら
検
討
し
た
結
果
、

健
全
な
低
層
戸
建
て
住
宅
地
の
維
持

と
発
展
を
図
る
た
め
、
地
区
計
画
を

定
め
る
。

算
意
見
申
出
書
の
提
出
方
法

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
、

電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
並
び
に
意

見
概
要
及
び
そ
の
理
由
を
書
い
た
意

見
申
出
書
に
公
述
人
と
し
て
意
見
を

述
べ
る
意
思
の
有
無
を
明
記
し
て
、

期
間
内
に
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
意
見
申
出
書
の
様
式
は
町

都
市
整
備
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

公
聴
会
の
運
営
上
、
公
述
人
を
選

定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
公

述
を
希
望
さ
れ
て
も
公
述
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願

い
ま
す
。

公
述
人
の
選
定
結
果
に
つ
い
て
は

３
月

日
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

１２

算
縦
覧
期
間

酸
２
月

日
～
３
月
３
日

１８

算
意
見
申
出
書
提
出
期
限

酸
３
月

日
１０

算
公
聴
会
の
傍
聴
方
法

町
都
市
整
備
課
ま
で
氏
名
を
電
話

連
絡
の
う
え
、
公
聴
会
当
日
、
直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
会
場
の
都
合
に
よ
り
全
て

の
方
が
入
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

算
縦
覧
場
所
及
び
意
見
申
出
書
提
出
先

〒
３
２
９
‐
０
１
９
５

野
木
町
大
字
丸
林
５
７
１
番
地

町
都
市
整
備
課

問
町
都
市
整
備
課

撒（

）
４
１
６
１

５７

安
心
で
き
る
住
ま
い
の

リ
フ
ォ
ー
ム
講
習
会

日

時

３
月
３
日（
火
）

午
後
２
時
～
４
時

会

場
ニ
ュ
ー
み
く
ら

（
宇
都
宮
市
昭
和
１
‐
３
‐
６
）

講

師

弁
護
士

犬
塚
浩
氏

テ
ー
マ

「
安
心
で
き
る
住
ま
い
の

リ
フ
ォ
ー
ム
」

～
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
の

法
律
知
識
～

対

象

一
般
県
民

参
加
無
料

申
込
方
法

電
話
で

申
込
期
限

３
月
２
日

主

催
栃
木
県
、
栃
木
県
豊
か
な
住
ま
い

づ
く
り
協
議
会

問
栃
木
県
県
土
整
備
部
住
宅
課

撒
０
２
８（
６
２
３
）
２
４
８
３

相
続
登
記
に
関
す
る

無
料
相
談
会

県
司
法
書
士
会
で
は
、
毎
年
２
月

を
「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月

間
」
と
定
め
、
相
続
登
記
の
手
続
き

を
促
す
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
無

料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

期

間

２
月
１
日
～

日
２８

（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

会

場

県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

相
談
内
容

相
続
に
関
す
る
事
項

問
栃
木
県
司
法
書
士
会

撒
０
２
８（
６
１
４
）
１
１
２
２

お知らせ

（9）



（10）

ド
ッ
グ
フ
ェ
ス
タ
の
ぎ

犬
の
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
向
上
推
進

事
業
の
一
環
と
し
て
「
ド
ッ
グ
フ
ェ

ス
タ
の
ぎ
～
人
と
動
物
の
よ
り
良
い

共
生
社
会
の
た
め
に
～
」
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

今
回
は
花
日
本
愛
玩
動
物
協
会
栃

木
県
支
部
の
協
力
を
得
て
、
ド
ッ
グ

ウ
ォ
ー
ク
（
犬
と
一
緒
に
行
う
清
掃

活
動
）
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
他
、

日
ご
ろ
の
し
つ
け
の
成
果
を
披
露
し

て
い
た
だ
く
わ
ん
こ
ゲ
ー
ム
＆
ク
イ

ズ
大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
ペ
ッ

ト
相
談
デ
ス
ク
も
開
設
さ
れ
ま
す
。

皆
様
の
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日

時

３
月
８
日（
日
）

午
前
９
時

分
～
受
付

３０

（
荒
天
時
中
止
）

場

所

町
総
合
運
動
公
園

多
目
的
広
場

※
準
備
の
都
合
上
、
参
加
希
望
の
方

は
左
記
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

※
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
変
更
に
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ポ
ス
タ
ー
・

チ
ラ
シ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
町
生
活
環
境
課
撒（

）
４
１
４
９

５７

土
砂
等
に
よ
る
土
地
の
埋
立
て

等
の
規
制
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

野
木
町
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
土

砂
等
に
よ
る
土
地
の
埋
立
て
等
に
関

す
る
規
制
及
び
罰
則
が
強
化
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
許
可
の

手
続
き
、
提
出
書
類
な
ど
が
一
部
変

更
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
改
正
条
例

は
、
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

土
砂
等
に
よ
る
土
地
の
埋
立
て
等
を

行
お
う
と
す
る
方
や
詳
細
に
つ
い
て

は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
町
生
活
環
境
課
撒（

）
４
１
３
１

５７

と
ち
ぎ
エ
コ
ラ
イ
フ
＆
太
陽

光
発
電
普
及
フ
ォ
ー
ラ
ム

県
で
は
、
エ
コ
ラ
イ
フ
な
ど
の
普

及
を
目
的
と
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
し
ま
す
。

日

時

２
月

日（
火
）

１７

午
後
１
時
～
４
時

分
４５

会

場
パ
ル
テ
ィ
（
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
）

対

象

県
民
、
事
業
者
等

定

員

３
８
０
名

内

容

①
講
演
会

講

師
ア
ル
・
ゴ
ア
著「
不
都
合
な
真
実
」

翻
訳
者

枝
廣

淳
子
さ
ん

テ
ー
マ

不
都
合
な
真
実
を
越
え
て

～
地
球
も
自
分
も
幸
せ
に
～

②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

テ
ー
マ

「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
の

疑
問
を
解
消
」

申
込
方
法

氏
名
、
会
社
・
団
体
名
（
個
人
の

場
合
不
要
）、住
所
、
電
話
番
号
を

明
記
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で

申
込
期
限

２
月
３
日
必
着

入
場
無
料

問
栃
木
県
環
境
森
林
政
策
課

撒
０
２
８（
６
２
３
）
３
１
８
７

姉
０
２
８（
６
２
３
）
３
２
５
９

死

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

入
門
講
座

県
で
は
、
事
業
者
向
け
の
住
宅
用

太
陽
光
発
電
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。

日

時
２
月

日（
火
）

１０

午
後
１
時

分
～
４
時

分

３０

４０

会

場

県
庁
東
館
４
階
講
堂

対

象
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
計
、

施
工
、
営
業
等
に
興
味
を
持
た
れ

て
い
る
建
設
業
者
、
工
務
店
、
設

計
事
務
所
、
電
気
工
事
事
業
者
等

定

員

１
２
０
名

内

容
①
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
概
要

及
び
設
置
工
事
に
関
す
る
基
礎
知

識②
関
連
機
器
に
つ
い
て

③
補
助
制
度
等
の
支
援
策

等

申
込
方
法

氏
名
、
会
社
・
団
体
名
、
住
所
、

電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
等
で

申
込
期
限

２
月
３
日
必
着

参
加
無
料

問
栃
木
県
環
境
森
林
政
策
課

撒
０
２
８（
６
２
３
）
３
１
８
７

姉
０
２
８（
６
２
３
）
３
２
５
９

死

In
fo

rm
a
tio

n

お知らせ
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お知らせ

（11）

野
木
町
ブ
ラ
ン
ド
作
り
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

全
国
の
市
町
村
が
創
意
工
夫
を
凝

ら
し
て「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」作
り
を
競

っ
て
い
ま
す
。
わ
が
野
木
町
で
も
、

一
人
ひ
と
り
が
キ
ラ
リ
と
輝
け
る
町
、

夢
を
描
け
る
町
を
目
指
し
て「
野
木

町
ブ
ラ
ン
ド
」作
り
へ
の
取
り
組
み

を
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
野
木
町
ら
し
い
ブ
ラ
ン
ド

作
り
は
、
住
民
参
加
型
の
「
協
働
」
に

よ
り
進
め
る
こ
と
が
理
想
と
考
え
、

皆
様
の
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア
を
募

集
い
た
し
ま
す
。

「
こ
れ
こ
そ
わ
が
町
の
特
産
に
な

る
！
」
と
胸
を
張
れ
る
よ
う
な
、例
え

ば
、
お
菓
子
・
パ
ン
・
う
ど
ん
・
そ
ば
・

野
菜
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽

に
ご
提
案
く
だ
さ
い
。
商
店
や
工
場

の
方
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
月

日
ま
で
受
付
け
た
い
と
思

３１

い
ま
す
。
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
ア
イ
デ
ア
を
夢
の
も
て
る
野
木
町

ブ
ラ
ン
ド
の
創
造
に
活
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

問
町
産
業
課

撒（

）
４
１
５
３

５７

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
チ
ェ
ッ
ク
講
座

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
前
の
ス
ト
レ
ッ
チ

や
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
始
め
と
し
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
姿
勢
を
先
生
が
一

人
ひ
と
り
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
正
し
く
き
れ
い
な
姿

勢
を
身
に
つ
け
、
維
持
し
ま
し
ょ
う
。

１
コ
ー
ス
２
日
間
で
姿
勢
の
改
善

を
実
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日

時

酸
Ａ
コ
ー
ス

２
月

日（
木
）

１９

３
月

日（
木
）

１９

酸
Ｂ
コ
ー
ス

２
月

日（
木
）

２６

３
月

日（
木
）

２６

※
両
コ
ー
ス
と
も

午
後
１
時

分
～
３
時

分

３０

３０

内

容
・
ス
ト
レ
ッ
チ

・
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
チ
ェ
ッ
ク

会

場

町
保
健
セ
ン
タ
ー

定

員

各
コ
ー
ス

名
１０

申

込

２
月
２
日
～

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

問
町
健
康
福
祉
課
撒（

）
４
１
７
１

５７

大
学
生
、
社
会
人
の
た
め

の
自
衛
官
等
受
験
説
明
会

年
度
の
大
学
生
・
社
会
人
を
対

２１
象
と
し
た
自
衛
官
等
採
用
試
験
の
概

要
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

日

時

３
月
１
日（
日
）

午
後
１
時

分
～
３
時

３０

会

場

自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

受
験
資
格
年
齢

・
一
般
自
衛
官

才
未
満

２７
・
予
備
自
衛
官
補（
技
能
）

資
格
の
種
類
に
よ
り

才
未
満
～

５５

・
予
備
自
衛
官
補（
一
般
）

才
未
満

３４
申
込
期
限

２
月

日
２８

問
自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

撒
０
２
８
５（

）
４
７
６
３

２５

年
度
産
業
別
最
低
賃
金

２０
栃
木
県
産
業
別
最
低
賃
金
は
、１２

月

日
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。改
正

３１
後
は
、
１
時
間
、『
塗
料
製
造
業
が
８

３
４
円
』『
は
ん
用
機
械
器
具
、生
産

用
機
械
器
具
、業
務
用
機
械
器
具
製

造
業
が
７
７
９
円
』『
電
子
部
品
・
デ

バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、電
気
機
械
器
具
、

情
報
通
信
機
械
器
具
製
造
業
が
７
７

９
円
』『
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業

が
７
８
２
円
』『
計
量
器
・
測
定
器
・
分

析
機
器
・
試
験
機
・
測
量
機
械
器
具
製

造
業
、医
療
用
機
械
器
具
・
医
療
用
品

製
造
業
、光
学
機
械
器
具
・
レ
ン
ズ
製

造
業
、医
療
用
計
測
器
製
造
業
、時

計
・
同
部
分
品
製
造
業
が
７
７
９
円
』

『
各
種
商
品
小
売
業
が
７
４
８
円
』
で

す
。

問
栃
木
労
働
局

撒
０
２
８（
６
３
４
）
９
１
０
９

小
山
・
栃
木
障
が
い
者

合
同
就
職
面
接
会

県
南
地
区
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
小

山
・
栃
木
）
合
同
で
、
障
が
い
の
あ

る
方
を
対
象
に
し
た
企
業
面
接
会
を

開
催
し
ま
す
。

日

時

２
月

日（
金
）

１３

午
後
１
時

分
～
４
時

３０

（
受
付

時

分
～
）

１２

３０

会

場
小
山
市
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

（
小
山
市
中
央
町
１
‐
１
‐
１
）

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
山

撒
０
２
８
５（

）
１
５
２
４

２２



上
水
道
の
水
質
検
査
結
果

町
で
は
、
安
心
で
快
適
な
水
道
水

の
供
給
の
た
め
、
毎
月
上
水
道
の
水

質
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

水
道
法
に
基
づ
く
水
質
基
準
に
す

べ
て
適
合
し
て
い
ま
す
。

結
果
は
表
の
と
お
り
で
す
。

問
町
上
下
水
道
課
撒（

）
４
１
９
４

５７

思
川
浄
水
場（
検
査
機
関
）

撒（

）
０
０
３
８

５６

思
川
浄
水
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

浄
水
場
受
変
電
設
備
工
事
の
た
め
、

次
の
日
時
に
水
道
圧
力
が
低
下
す
る

地
域
が
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
。

日

時

２
月

日（
金
）

２０

午
前
２
時
～
４
時

問
思
川
浄
水
場

撒（

）
０
０
３
８

５６

下
水
道
排
水
設
備
の
接
続
は

指
定
工
事
店
・
管
理
は
自
分
で

公
共
下
水
道
の
使
用
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
所
は
、
下
水
道
法
に
よ

り
３
年
以
内
に
接
続
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
接
続
工
事

は
、
町
下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事

店
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

最
近
、
排
水
設
備
の
定
期
点
検
・

清
掃
な
ど
に
つ
い
て
、
各
家
庭
を
訪

問
し
て
い
る
業
者
が
い
ま
す
が
、
町

で
は
業
者
に
委
託
・
あ
っ
せ
ん
な
ど

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

宅
地
内
の
下
水
道
管
の
管
理
は
、

各
個
人
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
業

者
に
点
検
・
清
掃
を
委
託
す
る
場
合

は
、
必
要
性
や
料
金
の
確
認
を
し
、

自
己
責
任
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
町
上
下
水
道
課
撒（

）
４
１
４
６

５７
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In
fo

rm
a
tio

n

お知らせ

人

権

標

語

さ
み
し
い
な

そ
ん
な
友
だ
ち
見
つ
け
た
ら

一
言

声
を
か
け
よ
う
ね

野
木
小
学
校

清
水

し
み
ず

美
咲

み
さ
き

（

年
度
に
学
校
を
通
し
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）

２０ 工
事
の
お
知
ら
せ

問
町
上
下
水
道
課撒

（

）
４
１
６
５

５７

町
都
市
整
備
課撒

（

）
４
１
５
７

５７

水質基準値愛宕公園馬場公園

100個/悪以下00一般細菌

検出されないこと不検出不検出大腸菌

10葵/渥以下2.982.98硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素

0.3葵/渥以下0.01未満0.01未満鉄及びその化合物

0.05葵/渥以下0.0050.005マンガン及びその化合物

200葵/渥以下19.618.5塩化物イオン

300葵/渥以下64.264.8カルシウム・マグネシウム等(硬度)

500葵/渥以下147148蒸発残留物

5葵/渥以下0.40.4有機物（全有機炭素（TOC）の量）

5.8以上8.6以下7.07.0ph値

5度以下00色度

2度以下0.05未満0.05未満濁度

1葵/渥以下0.60.5残留塩素

随時（水質検査項目） 20年11月11日採取

水質基準値愛宕公園馬場公園

0.01葵/渥以下0.001未満0.001未満鉛及びその化合物

―0.02未満0.02未満アンモニア性窒素
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常日ごろ私は、強い危機感を抱いていることがいくつかあります。

ひとつは、我が野木町においても急速に進行しつつある町民の高齢化という

ことです。各種スポーツ大会に参加したり、シルバー人材でいきいきと働いて

いる高齢者がいる一方で、病気がちで困っていたり、周囲に遠慮しながら生き

ているような高齢者などを、たびたび目にします。本当にかわいそうだなあと

思ってしまいます。私自身にも余裕がないため、積極的に手を差し出して上げ

られないことに苛立ちさえ感じています。

もうひとつは、野木町の商工業の現状についてです。現在の町内産業にその

活気を感じることができないのは私だけではないように思われます。産業界を

良い方向に導いてくれるような強いリーダーや学識者などで構成された実働組

織の不在が原因であるように思われます。私も一経営者として、なんとかして

この低迷状況を打破していきたいものです。

人間は心配や不安感が増すと、本来持っているはずの能力を発揮することが

できなくなってしまうと聞き及びます。古今東西を問わず、世の中が明るくな

るのも、暗くなってしまうのも、すべてが社会の底辺に暮らす人々の存在状態

に関係があるのではないでしょうか。

私が愛してやまない野木町も、新しい町長の体制になって早くも半年が過ぎ

ようとしています。未だ直接お会いする機会に恵まれることなく、遠くからし

か見たことのない町長にお願いしたいと思います。「一町一家」的な、明るくて

住みやすい、誰もが平等で優しさのあふれる町をぜひ実現して欲しいと思いま

す。このような町を実現するにあたって特に大切なことは、時代を担っていく

若者の育成が不可欠になってくるのではないかと考えられます。真摯に町を思

う若者を育んでいくには、住居、職場、教育の場、医療・介護体制などを充実

させ、夢を持つことができる魅力のある生活環境の整備を図っていかなくてな

らないでしょう。そのような町には、自然と若い人たちが集うようになり、老

壮青のバランスのとれたまちづくりが可能になってくると思われます。このよ

うな施策の実現にあたっての強いリーダーシップを、まずは町長に期待したい

と思います。もちろん、私たち町民も町長に全権委任的な受身だけの存在であ

ってはならないのは言うまでもありま

せん。町長が度々説いているところの

「住民参加型の協働によるまちづくり」

に積極的に協力していきたいという志

を抱いているのは私だけではないはず

です。

私は、この数か月、新町政に期待をこ

めてこんな野木町を夢見ています。

『私はこんな野木町を夢見ています』



恭新橋児童館

算親子でヨガ外

お子さんと一緒にリラックスして

みませんか外日頃の忙しさを１時間

だけ忘れてみませんか骸

日 時 ２月７日（土）

午前１０時３０分～１１時３０分

対 象 幼児とその保護者/１５組

参加料 ５００円（親子で）

申 込 児童館へ（電話可）

算ふれあいひなまつり

児童館でたのしい一時を過ごして

みませんか外

日 時 ２月２１日（土）

午前１０時～正午

対 象 児童とその保護者

４０名程度

参加料 一人150円

申 込

１月２８日から参加料を添え児童館

へ（電話不可）（申込はお早めに外）

算なわとび大会

この季節、学校や家でなわとびを

やったりしていませんか？あなたも

どのくらい跳べるか記録を作りませ

んか？お友だちを誘って参加してみ

ませんか？

日 時 ２月２８日（土）

午前１０時～正午

対 象 小学生/２０名

参加無料

申 込 児童館へ（電話可）

恭あかつか児童センター

算すこやか栄養教室

かんたんおやつを作りましょう。

作りながらのいろいろ情報交換が楽

しいです。

日 時 ２月２日（月）

午前１０時３０分～正午

対 象 幼児と保護者

参加費 １００円

申 込 参加費を添え児童センター

へ（電話不可）

算ファミリーバドミントン教室

バドミントンでいい汗かきましょ

う。

日 時 ２月７日（土）最終回

午前１０時３０分～１１時３０分

対 象 小学生以上（保護者も含む）

参加無料

申 込 直接児童センターへ

算楽しいクッキング教室

今年度最後のクッキング教室。栃

木の焼きそばを作りましょう。

日 時 ２月２１日（土）

午前１０時～正午

対 象 小学生以上

参加費 １００円

申 込 １９日までに参加費を添え児

童センターへ（電話不可）

算ふれあいひなまつり

日 時 ２月２８日（土）

午前１０時３０分～正午

対 象 小学生

参加費 １５０円

申 込 ２１日までに参加費を添え児

童センターへ（電話不可）

算ママの時間

ビーズアクセサリーを作りましょ

う。

日 時 ３月２日（月）

午前１０時３０分～正午

対 象 幼児と保護者

参加費 ３００円

申 込 ２１日までに参加費を添え児

童センターへ（電話不可）

算なわとび大会＆体育館であそぼう

なわとびで頑張った後にちょっと

…ゲームしよう。

日 時 ３月７日（土）

午前１０時～正午

対 象 小学生

参加無料

申 込 直接児童センターへ

◆その他たくさんの楽しいイベント

があります。詳しくは問い合わせく

ださい。

（14）



早寝早起き＆朝ごはん

最近、子どもの睡眠時間の減少や夜型

が気になっていませんか？「朝なかなか

起きられずに午前中ずっとボーッとして

いる」「大人と同じＴＶを見ていて、夜１０

時を過ぎても目がパッチリ」。早寝早起き

ができない子どもが増えているようです。

生活リズムは自然には身につきません。

小さい頃からの習慣づけが大切です。

社会全体が「夜型」になってきて、昼夜

逆転の生活も珍しくない状況になってい

ます。大人の生活習慣は、そのまま子ども

にも影響します。子どもが心身共に健や

かに成長するためには、育っていく環境

としての生活リズムを作ることが大切で

す。保育所の子どもたちとは次のような

約束をしています。

産約束その１

朝は、カーテンを開けて朝の光をあび

ながら７時までに起きよう。そして朝の

儀式（ママと目を合わせて「おはよう」、顔

を洗う、洋服に着替える）を習慣づけよう。

産約束その２

夜は早寝（９時までに）を心がけよう。

眠る前にはパジャマに着替える、歯を磨

く、絵本を読む、お話をする、電気を消す

など。「寝る前にはこれをする！」という

ことを習慣づけて『夜』を意識しよう。

産約束その3

朝食をしっかりとろう。『食』は生きる

力の原点です。脳と体を動かすためには

エネルギーが必要です。朝食を抜くと思

考力が低下し、体も動かせないので午前

中の遊びが発展しません。

『朝に起き、昼に活動し、夜は眠る』とい

う生活リズムの重要性を理解し、子ども

たちの健やかな成長を応援していきまし

ょう。

丸林保育所保育士 田村君恵

暖かいお部屋で冷たいスイーツ

四豆乳プリン四

刺材料（5人分）

・豆乳…１カップ ・牛乳…１カップ

・砂糖…５０ｇ ・粉ゼラチン…８ｇ

・水…大さじ3

・生クリーム…１/４カップ

・ハーブ…適宜

算作り方

①ゼラチンは水でふやかす。

②鍋に豆乳と牛乳を入れて火にかける。

③砂糖を加えて、弱火で煮溶かす。

④火からおろし、ふやかしたゼラチンを

加えて、混ぜながら溶かす。

⑤鍋ごと冷水につけて粗熱をとる。冷め

たら生クリームを加えて静かに混ぜる。

内側を水でぬらした器に泡立てないよう

に注ぎ、冷蔵庫で冷やし固める。

⑥ハーブを添えると素敵になります。

〔ひとこと〕

寒い季節は運動不足になりがちです。

体を動かす様に心がけ、風邪の予防には

体の温まるものを食べ、緑黄色野菜やく

だものなどのビタミンをとり、免疫力を

高めましょう。“手洗い、うがいも忘れず

に”元気にすごしましょう。

町食生活改善推進員会

（1人分）
エネルギー 149kcal
タンパク質 5.6g
脂質7.2g
炭水化物15.6g
カルシウム60mg
鉄0.5mg
塩分0.1g

（15）
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古
河
市

算
テ
ー
マ
展

「
異
議
あ
り
通
説
！

永
井
路
子
の
歴
史
エ
ッ
セ
イ
」

「
異
議
あ
り
日
本
史
」「
歴
史
を
さ
わ
が
せ
た
女

た
ち
」
な
ど
の
歴
史
エ
ッ
セ
イ
の
数
々
か
ら
、永
井

史
観
と
も
呼
ば
れ
る
永
井
氏
独
自
の
新
た
な
歴
史

解
釈
に
迫
る
。

日

時

２
月

日
（
木
）
ま
で

２６

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時

分
ま
で
）

３０

※
月
曜
日
休
館

会

場

古
河
文
学
館
（
中
央
町
３
‐

‐

）

１０

２１

問
古
河
文
学
館

撒
（

）
１
１
２
９

２１

北
川
辺
町

算
イ
チ
ゴ
狩
り
体
験
ス
タ
ー
ト

農
業
体
験
施
設
「
ラ
イ
ス
パ
ー
ク
」で
育
て
た
イ

チ
ゴ
の
摘
み
取
り
体
験
が
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

会

場

ラ
イ
ス
パ
ー
ク

期

間

２
月

日
（
土
）～

２１

時

間

午
前
９
時
～
午
後
３
時

料

金

１

１
２
０
０
円

kg

※
事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ラ
イ
ス
パ
ー
ク

撒
（

）
４
３
４
９

６２

三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報

三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報



マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
！

あ
な
た
が
主
役
で
す

月

日
か
ら

日
ま
で
の

日

１２

１１

３１

２１

間
、
年
末
の
交
通
安
全
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

初
日
に
は
、
小
山
警
察
署
・
小
山

地
区
交
通
安
全
協
会
野
木
支
部
及
び

関
係
団
体
、
約

名
の
参
加
者
に
よ

８０

り
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
交
通
事
故

防
止
の
徹
底
な
ど
の
街
頭
啓
発
活
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

人
権
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

月
２
日
、
人
権
週
間
に
お
け
る

１２
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
広
く
町
民

の
皆
様
に
人
権
問
題
の
正
し
い
理
解

と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

人
権
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
約

名
の
参
加
が
あ
り
、

７０

県
南
児
童
相
談
所
所
長
補
佐
田
村
隆

氏
を
講
師
と
し
て
迎
え
、「
児
童
相
談

所
の
業
務
と
児
童
の
権
利
擁
護
に
つ

い
て
」
を
演
題
に
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

児
童
虐
待
は
身
近
に
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
児
童
虐
待
を
起
こ
さ
せ
な
い

た
め
に
も
、
社
会
全
体
で
取
り
組
み
、

皆
で
連
携
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

町内の犯罪発生件数

2空き巣

月
累
計

12 2自動車盗

3車上ねらい

2自転車盗

22
(-12)

空き巣
（増減）

年
累
計
（
前
年
比
）

２０

6
(-20)

自動車盗
（増減）

24
(-16)

車上ねらい
（増減）

35
(-6)

自転車盗
（増減）

町内の交通事故

12件数

月
累
計

12

0死者

14傷者

111
(-13)

件数
（増減）
年
累
計
（
前
年
比
）

２０

3
(1)

死者
（増減）

132
(-22)

傷者
（増減）

町内の救急出場

96
出場
件数

月
累
計

12

88
搬送
人員

681
(35)

出場
件数
（増減）
年
度
累
計
（
前
年
比
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搬送
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１月１日現在

人口男12,701人

女12,963人

計25,664人

世帯数 8,961

今月の納期

第８期
第８期

第８期

国民健康保険税
介 護 保 険 料

後 期 高 齢 者
医 療 保 険料

ご
提
案
や
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
外

町
政
へ
の
ご
提
案
や
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
提
案
や
ご

意
見
は
、
担
当
課
へ
回
付
し
、
今
後
の
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

住
所
・
氏
名
の
記
載
が
あ
る
も
の
は
、
担
当

課
で
検
討
し
ご
回
答
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

内
容
に
よ
り
ま
し
て
は
電
話
や
面
談
で
の
説
明

等
で
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

撮
お
手
紙
で

宛
先
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３
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９
‐
０
１
９
５
（
住
所
不
要
）

野
木
町
企
画
財
政
課
広
報
広
聴
係
行

撮
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

姉
０
２
８
０（

）
４
１
９
０

５７

撮
メ
ー
ル
で

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
の
「
ご
意
見
箱
」
を
ク
リ
ッ

ク
し
て
く
だ
さ
い
。

問
町
企
画
財
政
課

撒
（

）
４
１
２
９
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町の人口

（17）

訃

報

塚
原

孝
氏
（
友
沼
小
学
校
長
）

病
気
入
院
中
の
と
こ
ろ
、
１２

月
１
日
薬
石
効
な
く
お
亡
く
な

り
に
な
り
ま
し
た
。

歳
。

５６

氏
は
、
平
成

年
友
沼
小
学

１９

校
に
赴
任
、
広
い
視
野
と
識
見

で
学
校
経
営
に
あ
た
り
、
町
の

教
育
向
上
に
努
力
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

Topics～町の話題・投稿～

月
３
日
午
後
８
時
か
ら
、
町
民

１２
の
皆
様
が
事
件
や
事
故
の
被
害
に
遭

う
こ
と
な
く
、
平
穏
に
生
活
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
防
犯
防
火
診
断

を
実
施
し
ま
し
た
。

町
長
、
小
山
警
察
署
員
、
町
消
防

団
員
な
ど

名
が
地
域
ご
と
に
分
か

３７

れ
、
徒
歩
に
よ
る
巡
回
指
導
、
消
防

車
両
に
よ
る
広
報
活
動
を
実
施
し
ま

し
た
。

町内全域で

防犯防火診断



ギャラリー

ネギで有名な下仁田から移られて２０年。「野木町の雰

囲気がとっても気に入った」と、しっかり根付くナミさ

ん。「仲間を作ろう！何か生きがいを！」と、老人会やシ

ルバー人材センターへも即断即決で入会。趣味のゲー

トボールやグラウンドゴルフで気分転換と健康維持を

図りながら、シルバーの仕事（公園除草作業など）に従

事し続ける。「もう年齢だからやめようかな！？」と思っ

たこともあったが、スタッフのサポートを受けながら１５

年が過ぎた。一昨年には永年功労表彰を受けて感激を

味わった。

「仕事も趣味も楽しくて、お嫁さんや家族も優しくし

てくれて、とっても幸福よ！」と満面の笑顔。

平
成

年
２
月
１
日
発
行

広
報
の
ぎ
（
４
４
９
号
）
鞄
発
行

野
木
町

蒲
編
集

野
木
町
広
報
委
員
会

●
野
木
町
役
場
企
画
財
政
課
広
報
広
聴
係

〒
３
２
９
―
０
１
９
５

野
木
町
大
字
丸
林
５
７
１

撒
０
２
８
０（

）
４
１
１
７

２１

５７

降りしきる雪にもめげずにウォーキングに励んで

いる様子に出会い感心した。「継続は宝なり」健康の

秘訣はこれなんですね！
撮影：ある雪の朝、松原大橋にて

「今日のお花は何だろう？」と、心躍らせ

ながら生け花教室に向かいます。でもなか

なか思うようには生けることができずに悩

むことも多いです。お花の声に耳を傾け、

先生の指導を受けながら、満足のいくよう

に生けられた時はとてもうれしくなります。

お花も喜んでくれているかのように思われ

ます。これからも生け花を続け、たくさん

のお花との出会いを楽しみたいと思います。


